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前号に続いて「僧帽弁閉鎖不全症（MR）の疑いが
あると診断された時に、飼い主として何を考え、何を
すればよいのか？ 」です。心臓病のワンちゃんを飼
育する上で「安静時の心拍数と呼吸数を把握しておく
ことが大切である」ということをお話ししました。
「測り方のコツ」ですが、通常これらは 1 分間の数
で比較します。しかし、時計を見ながら 1 分間測り
続けるのは大変です。15 秒測って 4 倍すると簡単で
す。また、呼吸数は胸の動きを見て測ってもよいです
が、心拍数は直接胸に耳を当てるか内股で脈（これは
正確には脈拍数）を取らねばなりません。正常な心臓
では安静時に胸で拍動を触知するのは困難です。お薦
めは聴診器を用意しておくことです。今や Amazon
などで数千円出せば、拍数を数えるのなら十分なもの
を購入できます。また、呼吸音、心音共に愛犬のいつ

もの音を知っていると、音の変化に早く気付けて悪化
時の早期受診につながります。これらは、「飼い主さ
んが自分でできる判断項目」です。「健康な時から習
慣的に測定」してみてください。

MRのステージ分類
MR は検査の所見や病状による進行具合を獣医師が

共有するために ACVIM （全米獣医内科学会）によっ
て分類されたステージを使います。
● Stage A：好発犬種

キャバリア、チワワなど元々この病気になりやすい
犬種は、症状がなく検査データーが正常でも、生まれ
た時から Stage A に分類されます。
● Stage B1：心雑音のみ有り

聴診で心雑音が聴取されます。エコー検査で僧帽弁

逆流や弁の変性を認めますが、心拡大や評価数値の異
常はなく、症状はありません。
● Stage B2：心拡大と軽い症状の発現

心雑音が大きく明確になる。検査で心拡大および評
価数値の異常を認める。症状はあったとしても軽度で、
疲れやすい、運動時など回復に時間がかかる、咳など
の症状が出てきます。
● Stage C：心拡大と症状が進行

心臓病の症状が進行して慢性化。検査でも僧帽弁逆
流、心拡大、評価数値の異常が進行する。肺のうっ血

所見を認める。一度肺水腫を発症した症例は症状が改
善しても Stage C とする。
● Stage D：重度のうっ血性心不全

病状が進行し慢性的に肺水腫が存在し薬を飲んでも
症状のコントロールが困難となる。呼吸困難、失神、
食欲不振などの致死的な症状が続く。

「MR の進行度合い」は上記のような「ステージ
（Stage）」で表します。次号以降、診断の方法と治
療についてお話しします。
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